
NPO法 人 グ ラウンドワーク東海

平成 29年 度通常総会次第

時

所

日

場

平成 29年 6月 8日 (土)13:30～

名古屋文化短期大学アセンブ リホール

1開 会

2 理 事長挨拶

3 来 賓祝辞

国土交通省中部地方整備局企画部環境調整官 山 本昭弘

農林水産省東海農政局整備部地域整備課長  後 藤 高広

4 議 長選出

5 議 事録署名人選出

審議事項

第 1号 議案 平 成 28年 度事業報告について

第 2号 議案 平 成 28年 度決算について

第 3号 議案 監 査報告について

第 4号 議案 定 款一部改正について

報告事項

第 1号 報告 平 成 29年 度事業計画及び予算について

その他

役員選出

9 議 長解任

10 連 絡事項

11 閉  会
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第2号議案 平成28年度活動計算書について
平成28年度決算(損益計算書)             期 間!201641～ 2017331      特 定非営利活動法人グラウンドワーク東海

科  目 金 額         備  考 科  目 金 額       備  考
1:収入の部

1)会費収入

正会員

協力会員

①実践・普及啓第活動事業

②連携・支援活動事業

③相談・助言事業

0受託事業

e研修事業

CI啓発・情報提供事業

3研究・助言事業

3)寄付金収入

4)雑収入

G受 取利息

0雑 収入

当期収入合計(A)

5)収益事業収入(E)

前年度繰越収支差額(H)

収入の部合計(8)

693000

97000

49,201

0

0

0

0

0

0

0

0

790000

正会員

個人会員  23名

活動団体(10,000)8団体

活動団体(20,000)3団桐

活動団体(30,000)1団'

活動団体(50,000)0団日

企業  0社

中小企業 6社

協力会員

個人会員 19名

中小企業(10000)4社

2:経常支出の部(非収益事
業)

1)事業費

O実 践・啓発普及活動事業

②連携・支援活動事業

③相談・助言事業

④受託事業

⑤研修事業

⑥啓発・情報提供事業

②研究・助言事業

2)管理費

①役員報酬

②給料手当

③会議貴

④交通費

③通信運搬費

⑥消耗品費

②修繕費

③印刷製本費

③水道光熱費

①賃借料

0研修費

⑫保険料

①租税公課

①話会費

⑮雑費

3)予備費

経常支出合計(C)

当期収支差額(D〉(A)(C)

次期収支差類(D)(B)(C)

201242

135730

0

0

0

191,352

0

0

0

0

0

98496

0

0

6,068

14782

360000

0

12128

0

0

28474

0

528374

総会、フォーラムほか

GWサミット、サホーター

環境デー Newtteter

KDDI、郵送料

理事会資料

事務所

事務所家賃含む

火災保険、傷害保険

振込手数料ほか

519948

0

846817

0

0

1048322

-201.5052,408,479

3,255,296 2,2001974

タヽ



特定非営利活動法人グラウンドワーク東海

貸 借 対 照 表

平成29年 3月 31日 現在

I資 産の部

流動資産

現金預金    2,168,079

未収金        o

仮払金      20,000

流動資産合計           2,188,079

(単位 !円)

資産合計

I負 債の部

流動負債

未払費用    17,006

前 受 金     13,000

仮受金        o

2 , 1 8 8 . 0 7 9

流動負債合計            30,006

負債合計

回資本の部

元入金

(うち当期損益)

負債及び資本の合計

30,006

2 , 1 5 8 , 0 7 3

(       -201,505 )

2.188.079

チ



平成26年 度「特定非営利活動に係る事業」会計財産目録

平成29年 3月 31日

特定非営利活動法人グラウンドワーク東海

I:資産の部

1流動資産

現金預金

現  金

ゆうちょ銀行 普通預金

ゆうちょ銀行 振替回座

三菱東京UF」銀行 名古屋営業部

名古屋銀行 名古屋駅前支店

未収金

仮払金

流動資産合計

資産合計

E:負 債の部

1流 動負債

未払費用

未払給与

前受金

仮受金

流動負債合計

負債合計

(NET回 線保証金)

300

299,259

0

1,868,520

0

0

20,000

≦
～



NPO法 人 グラウン ドワーク東海

監 査  報  告

平成 28年 度の収支決算書類及び活動内容を監査した結果、適正と認

める。

平成 29年 6月 1日

監査人 監

′こ



審議事項

第 3号 議案 定 款一部改正について

「定款第 9章 (公告の方法)第 54条  こ の法人の公告は、この法人の掲示場に

掲示するとともに、官報に掲載して行なう。」

を

「定款第 9章 (公告の方法)第 54条  こ の法人の公告は、この法人の掲示場に

掲示するとともに、官報に掲載して行なう。

販                                 m
と改正する。

?



平成 28年 法改

貸億対照表の公告が懲要になります

～定款の変更が必要な場合があります～

γ 毎 年度、貸借対照表を公告する方式となり、「資産の総額」の登記が不要となります (法第 28

条の 2関係)。

γ 公 告方法は、①官報に掲載、②時事に関する事項を掲載する日刊新聞紙に掲載、③電子公告 (法

人の 事β等)、④不特定多数の者が公告すべき内容である1青報を認識することができる状態に置

く措置があります。

γ 公告方法tま定款で定ある必要があうますよ
‐

現在の定款の定めと異なる方法で公告する場合は、公告までに定款を変更する必要がありま

す。定款を変更する場合は、社員総会で議決 した後、定款変更届出を提出してください。

◆定款変更届出の必要書類

1 定 款変更届出書 1部

2 定 款の変更を議決 した社員総会の議事録のコピー 1部

3 変 更後の定款 2部

提出書類のうち、
一部の様式等は、下記ページよリダウンロー ドしてお使いいただけます。

http:〃www.n‐vnpo.citynagoya.jp/npo_support/npo_manage.htlnl

◆変更後の定款の記載例

現行定款の公告方法とは別に貸借対照表の公告方法を定める場合の記載例は、以下のとお

り、下線部を追加 します。

(公告の方法)

第○条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載 して行 う。

ただし、法第 28条 の 2第 1項 に規定する貸借対照表の公告については、○○に掲載 して行 う。

<公 告別の記載例>

公告方法 例載記

官報 ただし、法第 28条 の 2第 1項 に規定する貸借対照表の公告については、

官報に掲載 して行 う。

日刊新聞紙 ただし、法第 28条 の 2第 1項 に規定する貸借対照表の公告については、

○○県において発行する○○新聞に掲載 して行 う。

電子公告 ①法人のホームページを選択する場合

ただし、法第28条 の2第 1項に規定する貸借対照表の公告については、

この法人のホームページに掲載して行う。

る



②内閣府NPO法 人ポータルサイ トを選択する場合

ただし、法第 28条 の 2第 1項 に規定する貸借対照表の公告については、

内閣府NPO法 人ポータルサイ ト (法人入力情報欄)に 掲載して行 う。

③事故その他やむを得ない事由によつて電子公告による公告をすること

ができない場合の公告方法を定める場合

ただし、法第 28条 の 2第 1項に規定する貸借対照表の公告については、

この法人のホームページに掲載して行う。なお、事故その他やむを得ない

事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、○○県に

おいて発行する○○新聞に掲載して行うc

主たる事務所

の公衆の見や

すい場所

ただし、法第 28条 の 2第 1項 に規定する貸借対照表の公告については、

この法人の主たる事務所の掲示場に掲示 して行 う。

① 「定款を変更しない場合」は、貸借対照表の公告について、現行の定款に記載されている方法で

行うことになります。現行定款で「この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。J

とされている場合、貸借対照表の公告についても毎事業年度終了後、法人の主たる事務所の公衆

の見やすい場所に掲示する方法と官報に掲載する方法を両方行う必要があります。

① 「官報」及び 「日刊新聞紙」の場合は、 1度 掲載することで公告となりますが、「電子公告」の場

合は貸借対照表の作成の日から起算して 5年 が経過した日を含む事業年度の末日までの間、「主た

る事務所の公衆の見やすい場所」の場合は公告開始後 1年 を経過する日までの間、継続 して公告

する必要があります。

① r電子公告」とは、インターネット上のウェブサイ トに公告事項を掲載することをいいます。当

該ウェブサイトは、NPO法 人自身が管理運営するものでもよいし、第二者が管理運営するもので

あつて当該 NPO法 人が直接掲載するものや第二者に委託し掲載するものであっても構いませんc

判断に当たっては、例えば、無料で、かつ、事前に登録したパスワー ド等を入力することなし

に閲覧できる状態にあるのか、法定公告期間中継続して掲載することが可能か、などを踏まえる

必要があります。

① 「公衆の見やすい場所」とは、不特定多数の者が公告すべき内容である情報を認識することがで

きる状態であり、利害関係者のみならず広く市民が当該 NPO法 人の主たる事務所において、容易

に貸借対照表にアクセスできる状態にあることが必要と考えられます。例えば、法人の主たる事

務所の掲示板や入口付近に掲示するなど建物の構造、アクセス容易性などを踏まえて判断してく

ださい。

①貸借対照表の公告において、「内閣府NPO法 人ポータルサイ トに掲載するとともに、法人の主た

る事務所の掲示場に掲示して行う。」といつたように、定款に複数の手段を重ねて定めることは可

能ですが、「内閣府NPO法 人ポータルサイ トに掲載又は、法人の主たる事務所の掲示場に掲示し

て行う。」といつたよう複数の手段を選択的に定めることは相応しくありません。

① 「解散に係る公告や清算中の破産開始に係る公告」は、この規定によらず官報で行う必要があり

ます。 (NPO法 第 31条 の 10第 4項 、第 31条 の 12第 4項 )

,
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役 員 名 簿 徐 )

(平成 29年  6月  3日 現在)

(特定非営利活動法人グラウンドワーク東海)

役名 氏名 住所又は居所 報酬の有無

理事 (留任) 竹谷 裕 之 名古屋市千種区 範
小

理事 (留任) 山本 千 夏 名古屋市中村区 無
小

理事 (留任) 原日 郁 郎 豊橋市 無
小

理事 (留任) 中村 隆 文 名古屋市西区 無
小

理事 (留任) 伊貝 久
一宮市 鉦

小

理事 (留任) 服部 久 人 長久手市 無
小

理事 (留任) 福田 秀 雄 江南市 鉦
小

監事 (留任) 伊藤 勝 英
一官市 範

小


